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学術情報の変化に関する前提の確認

オープン化
現在 未来過去

アーカイブ

オープンアクセス＝手法

書籍 EJ
eBook

情報の紙（もの）
への固定

ものから分離された
情報の集積

図書館という
公共への集積

情報の単位のシフト

データ

論理

ものと情報の同
時性・同一性の
解放

クロス利用

資料
資料
資料

資料

資料

資料

公共物の概念

集積

全てのアクセス
の保証

多様な知
（ローカル）

電子化・保存

多様な知の集合

時間からの解放

書籍単位

図書館

ネットワーク
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研究が求められる前提の確認

時間

研究の深度

創成

展開

成熟

パラダイムシフト

改良型：特許・論文
は通る

産みの苦しみ

理論も実験も
完成していく

既成理論の破壊

既存の物理を包含する
全く新しい物理の創成

同じ機能を全く異なる
物理で実現

方法論の欠如
集合知

広がり

イノベーション
（応用）

パラダイムシフト
（市場の再定義）

経済成長視点

データの蓄積
と相互利用

技術イノベーション

基礎研究

商品化
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古典的研究活動
（自律型）

学術出版
論文流通

研究資料・
データの保存 研究資料・

データの運用

研究リテラシー

実験・検索・検証

論証・出版

ノウハウ
秘匿資料

作法出版

既存出版資料
との比較

出版Goal

・属人的．共同研究が困難
・パラダイムの見直しが困難
・研究公正の環境が欠如
・研究者，専門職の展開力の欠如
・リテラシー教育の欠落

Closed

課題

・学問・研究の自由
・オリジナリティ
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研究のライフサイクルと
データマネージメントのライフサイクルの課題

https://blogs.helsinki.fi/thinkopen/know-your-data-rdm-series-
1/

融合ができる人を境界領域の作業者にしてしまう

研究データの
ライフサイクル

研究のライフサイクル

Cyber
Physical

両者のプロセスを熟知するひとこそ駆動力になる 5



Open Science Framework (OSF)
Innovations in scholarly communication

https://figshare.com/articles/presentation/Of_Shapes_and_Style_visualising_innovations_in_scholarly_communication/3468641/1

Universiteit Utrecht 6
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検証
思考

論文流通

理論/
数値計算

論証

論文化

論文誌決定

プレプリント査読

出版

機関リポジトリ

実験
計測

データ
処理

一次データ

二次データ

メモ・Log

キュレーション

一般化
処理技術

処理技術

記録

研究指導

研究プライオリティ

学会，コミュニティ

客観性の獲得

オープン化 (APC含む)
論文採択
編集価値

著者版の公開

オープンデータ
Data Repository モチベー

ション

研究公正 データ管理・運用

データ管理 データ運用

ジャーナル問題

研究データ
プラットフォーム

多様性

研究者育成

研究リテラシー
（支援・保護）

分野の再定義

ワークフローの
健全化・戦略性

大学における研究のライフサイクルの分析

オープン化

arXiv, BioRxiv, …., Jxiv…..
オープン査読

KURENAI

JAIRO

データ駆動

多様なオープン化チャネルの確保
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京都大学における研究のオープン化・DXの実装

組織と人のデザイン

人材育成への効果：
・組織整備により，研究サイクルのデータ取得から処理の過程において欠落していた支援が可能．
・コアファシリティを運用する実験系技術職員(データエンジニア)からデータ処理に携わる情報系技術職
員(データアナリスト)の研究支援の流れを明確化する．
・データキュレータ，データサイエンティスト，ライブラリアンなどの専門職の OJTによる養成

研究DXの促進への効果：
・研究のモチベーションから論文出版に至り，再度実験に戻るプロセスを，各段階のデータに基づきサイ
クル化し，次の研究に資する研究DXを進める駆動力とする．
・属人的な研究推進を脱し，研究結果のオープン化により，研究の透明性を高め，研究者を守る．
・多様な研究分野間でデータの相互利用，重複する研究による検証，異なる視点による評価を促進する．

検証
思考

理論/
数値計算

論証

論文化

論文誌決定

プレプリント査読

出版

リポジトリ

実験
計測

データ処理

一次データ

二次データ

モチベー
ション

データ保存
研究公正

データ運用支援基盤センター

データ駆動
シミュレーション

研究リテラシー

研究のサイクル

図書館機構
オープンアクセス

オープンデータ

研究DXへの
フィードバック

学術情報
メディア
センター

データサイエンティスト

データシェアデータ管理

オープン化
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• Open Science Framework システム
による学内環境の構築と学認への
データ共有

• 学外研究者とのデータシェア

データコンピューティング
基盤

ユーザー管理・認証システム

デジタル化された
研究データ

データマネジメント計画に

基づくデータの格納

学内外のデータおよび
データベースを用いた
データ駆動型計算資源
とユーティリティの提供

研究者PC，研究室ストレージ，
機関ストレージ，クラウドの間で
のデータ共有の階層を提供

ユーザインタフェースの認証
管理下で，研究データ計画
から管理，運用のデジタル
環境を提供

研究プロジェクト
に応じたデータリ
ンク，データマ
ネージメント

第6期科学技術・イノベーション基本計画および京都大学ICT基本戦略2022に基づき、従来個々の研究者に負担が強いられてきた研究
データの保存・管理を、大学として共有や連携まで含めたプラットフォームと体制を整備し、「データ基盤センター」を新たに設置する。こ
れにより、研究分野を横断し、国内外の研究機関とデータ連携を進める。

図書館機構

学術情報メディアセンター

KURA

情報環境機構

コンサルティング

HPC

VPN

研究科
研究所
ユニット

オープンアクセス・オー
プンデータ，研究公開．
メタデータ付与と運営

データ運用支援基盤センター

既存サービスを接続するOSF

認証サーバー

海外・
フィールド

ストレージ提供 データ駆動型計算機

データ管理支援

実験
データ

一次
データ

二次
データ

京都大学

要求概要

データリポジトリ
コア

ファシリティ
データ
ベース

研究室群

コラボレーション

研究DXを創発する横断型データ駆動のためのデータ運用支援基盤センターの創設

部局データポリシー策定・運営
9
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研究のライフサイクルの検証

SIP(2014~2019)
OPERA(2018~2023)
科研費

“ワイドバンドギャップパワーデバイス応用による
パワープロセッシング技術 ”

✓複数電源ー複数負荷システム
✓電力のパケット化
✓行先の異なる電力を同一線路上で時分割して伝（配線の削減）
✓負荷への電力集中および分散
✓システムの加除（拡張・縮小）容易性
✓論理層（サイバー）と物理層（フィジカル）のインターフェース
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研究のライフサイクルの検証 (1)

分野横断
若手研究者

TLO（知財確保）
URA（予算申請）
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研究のライフサイクルの検証 (2)

分野横断
若手技術者（並走）
データエンジニア
（専門知識）
TLO（並走）
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研究のライフサイクルの検証 (3)

会議発表・速報論文・知財

大型研究助成

実験・数値計算・理論

若手研究者（参入）
データキュレータ

データサイエンティスト
(PhD)
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英国・ Gelembe Group
エナジーパケッ ト
通信理論

京⼤・ 引原Group
電⼒パケッ ト
ハード ウエア

国内通信G

⽶国・ 豪州
⼩容量実験

中国
サーベイ

欧州
ナノグリッド実

証

17

研究のライフサイクルの検証 (4)

オープンアクセス（リポジトリ公開）
データのダークアーカイブ

モチベーションの展開

研究コミュニティ
競争グループ

共同研究

若手研究者：データ
サイエンティスト，
高度支援スキル養成

データライブラリアン
若手研究者（参入）
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大学のデータ運用支援に必要な人材とその養成

検証
思考

理論/
数値計算

論証

論文化

論文誌決定

プレプリント査読

出版

リポジトリ

実験
計測

データ処理
一次データ

二次データ

モチベー
ション

データ保存
研究公正

データ運用支援基盤センター

データ駆動
シミュレーション

研究リテラシー

研究のサイクル

図書館機構
オープンアクセス

オープンデータ

研究DXへの
フィードバック

学術情報メ
ディアセン
ター

データサイエンティスト

データシェアデータ管理

オープン化

研究サイクルをまわしてみた経験により
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研究ライフサイクルのフローを回すなかで，
「オープン化が進化」し，意義が確認される

研究者を研究環境の変化の中で守り，
支援する
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データエンジニア：コアファシリティにおいて物理実験を遂行し，計測
データの校正および精度などを保証する実験系技術系スタッフ

データアナリスト：計測データの集計，整合性などを分析し，計測データの
保存と数値化したデータの基本的なデータ処理を行う情報系技術系スタッフ

データキュレータ：実験，理論，モデル計算を処理し，データの妥当性を
保証し，データを分析する情報系技術系スタッフ

データサイエンティスト：研究者が研究を遂行し，論文とするに当たり，
科学的検証の妥当性をデータに基づき合理的に判断する研究系スタッフ

ライブラリアン：論文誌等の公開のための準備の情報を提供し，著作権処理，
ハゲタカジャーナルへの対応，オープンアクセスを前提とした支援を行う
図書系スタッフ

データライブラリアン：研究のサイクルを回す過程を通して，他のスタッフと
連携してデータの管理，運用する処理を行う図書系スタッフ

用語説明（報告内の定義）

17


